
朝霞紹介 
朝霞市商工会に入会させていただいたお

かげで様々な企業やお店を知ることがで

きました。今回はその商工会の会員でも

ある「味彩 中々」をご紹介いたします。

朝霞駅西口のロータリーの端にあるビル

の２Ｆ。その周辺を歩いているだけでも

すぐに気づける場所にお店はあります。

チェーン店の居酒屋は朝霞にも多くあり

ますが、そうではないオリジナリテイあ

ふれる料理やお酒が特徴の、心あたたま

るお店です。商工会で集まるのによく利

用しています。季節ごとにメニューも異

なるようで、冬はやはり鍋です。おいし

く、体があったまる鍋が何種類もありま

す。先日、商工会の忘年会で、たまたま

あるゲームで１等になりました。その景

品は、なんと「中々 一万円お食事券」で

した。今度、新年会できっと利用するこ

とになると

思います。

おいしい食

事とお酒が

朝霞にもあ

りますよ！ 
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み
な
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

埼
玉
県
朝
霞
市
の
２
０
１
２
年
元
日
は
天
気
も
良
く
、
と
て
も

す
が
す
が
し
い
も
の
で
し
た
。
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
今

年
も
一
年
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
予
感
が
い
た
し
ま
し
た
。 

昨
年
は
震
災
が
あ
り
、
み
な
さ
ん
の
周
り
で
も
様
々
な
変
化
が

あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
首
相
（
大
学
の
先
輩
で
す
！
）
も

変
わ
り
、
朝
霞
で
は
議
員
宿
舎
の
こ
と
が
色
々
な
場
所
で
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
業
界
も
、
ビ
ジ
ネ
ス
変
革
が
隆
盛
を
き
わ

め
て
い
ま
す
。
か
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ
が
若
く
し
て
な

く
な
り
、
時
代
を
席
巻
し
て
い
た
ア
ッ
プ
ル
も
こ
れ
か
ら
混
迷

を
き
わ
め
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
我
々
の
よ
う
な
小

さ
な
小
さ
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
ベ
ン
ダ
ー
は
、
今
後
ど
の
よ
う
な

道
を
と
る
べ
き
か
、
答
え
な
ど
毛
頭
あ
り
ま
せ
ん
。 

し
か
し
思
う
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
厳
冬
や
迷
い
、
悩
み
は
、

時
代
に
関
わ
ら
ず
存
在
し
て
い
る
も
の
な
の
だ
と
。
だ
か
ら
こ

そ
、
厳
し
い
中
で
も
き
ち
ん
と
前
を
向
い
て
、
自
身
の
場
所
を

確
固
た
る
も
の
と
す
べ
く
取
る

べ
き
道
を
進
ん
で
い
く
こ
と
が

大
事
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

「
世
の
中
甘
く
な
い
」
、
ま
さ

に
そ
の
通
り
で
す
。
今
年
は

我
々
に
と
っ
て
変
革
の
年
に
な

る
は
ず
で
す
。
気
合
を
入
れ
て

気
持
ち
新
た
に
突
き
進
ん
で
参

り
ま
す
。 



映画紹介 

書籍紹介 

本作で描かれる風景は現実の記憶と結

びつけられ、鮮やかな色彩を持ちま

す。対して寓話的なストーリーは夢の

記憶と結びつけられ、曖昧で、もの寂

しい感情が想起されます。荒唐無稽な

ストーリー、非現実的なキャラクター

などとして、批判的な意見もあるよう

です。確かに、この作品は映像化して

もおそらくそれほど受け入れられない

でしょう。本作を本作足らしめている

のは、読者側に自由な創造を委ねるこ

とができる、村上春樹の文章技術が

あってこそだからです。是非あなたの

海辺のカフカを味わってください。 

『海辺のカフカ』村上 春樹  

十五歳になったとき、少年は二度と戻

らない旅に出た。誕生日の夜、少年は

ひとり夜行バスに乗り、家を出た。生

き延びること、それが彼のただひとつ

の目的だった。一方、ネコ探しの名人

であるナカタ老人も、何かに引き寄せ

られるように西に向かう。暴力と喪失

の影の谷を抜け、世界と世界が結びあ

わされるはずの場所を求めて――。 

「フランツ・カフカ」賞を贈られ、村

上春樹の名を国際的なものにする上で

決定的な役割を果たした作品です。 
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コンピューターソフトウェアの企画、開発なら株式会社クレアへ 

時間３時間弱の超大作。４つの時代の

不寛容を壮大すぎるセットと共に映し

出します。唖然とするほどのセットの

偉大さは今なお伝説として語られてい

ます。映画で見るとその素晴らしさに

息をのみます。そして物語も秀逸。映

画意識の高さに本当に驚かされます。 

『イントレランス』 

以前『大列車強盗』をとりあげました

が、その監督であるエドウィン・Ｓ・

ポーターが映画の祖であるならば、映

画の父と言われるのが『國民の創生』

やこの『イントレランス』を撮りあげ

たＤ．Ｗ．グリフィスです。グリフィ

スの映画は今見ても全く見劣りしませ

ん。なぜならば彼が築き上げた映画の

文法は今日でも使われているからで

す。映画を少し勉強したことがある人

ならば誰しもが通る超有名監督です。

さて『イントレランス』ですが、上映

イントレランス 

Intolerance 
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Director: D.W. Griffith   
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